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V
下
企

そ
も
そ
も
何
を
機
縁
に
日
本
研

究
が
始
ま
っ
た
か
と
い
え
ば
、
一

九
七
0
年
代
初
め
の
石
油
シ
ョ
ッ

ク
に
あ
わ
て
た
日
本
政
府
が
、
ア

ラ
ブ
世
界
と
の
交
流
を
意
識
し
て

始
め
た
日
本
語
教
育
に
端
緒
を
見

る
。
そ
の
た
め
、
園
際
交
流
基
金

(
T
h
e
J
a
p
a
n
F
o
 

u
n
d
a
t
i
o
n
)
を
窓
口
に

し
て
日
本
語
講
師
や
客
員
教
授
の

派
遣
は
も
と
よ
り
教
材
・
器
材
等

の
支
援
を
強
力
に
推
進
し
、
よ
う

や
く
根
づ
い
た
と
い
う
い
き
さ
つ

だ
。
そ
れ
が
カ
イ
ロ
大
学
の
日
本

語
日
本
文
学
斜
の
創
設
で
あ
り
、

今
年
で
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。

こ
の
九
月
に
、
そ
の
盛
大
な
記

念
事
業
が
催
さ
れ
た
が
、
昨
年
秋

か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
、
私
は
当

初
そ
の
実
行
委
員
長
と
い
う
立
場

に
置
か
れ
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
日
本
文
化
紹
介
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

そ
の
他
を
推
進
す
る
役
劃
に
つ
い

た
。
カ
イ
ロ
大
学
・
国
際
交
流
基

金
・
在
エ
ジ
プ
ト
日
本
大
使
館
の

三
者
協
同
の
た
び
重
な
る
会
議
を

経
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
や
タ
レ
ン
ト

の
人
選
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
経
費

の
出
所
、
何
し
ろ
意
義
は
さ
て
お

き
、
国
情
に
分
不
相
応
な
ま
で
の

記
念
事
業
の
規
模
は
、
日
本
側
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
し
に
は
成
立
し

ょ
う
も
な
い
。

お
国
柄
を
反
映
し
、
カ
イ
ロ
大

学
側
の
イ
サ
ム
助
教
授
(
日
本
語

日
本
文
学
斜
学
斜
長
代
行
)
と
の

見
解
の
阻
睡
(
そ
ご
)
あ
り
。
そ

の
あ
ま
り
に
権
威
志
向
的
な
お
も

む
き
に
あ
さ
れ
る
日
本
側
委
員
の

疲
労
は
少
な
く
な
か
っ
た
も
の

の
、
結
果
的
に
は
、
よ
く
見
ら
れ

る
国
際
間
の
調
停
に
似
て
、
こ
と

は
何
と
か
実
行
に
こ
ぎ
着
け
た
。

ひ
と
え
に
カ
イ
ロ
大
学
日
本
語
日

本
文
学
斜
と
そ
の
学
生
た
ち
の
将

来
を
か
ん
が
み
て
な
さ
れ
た
配
慮

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
緯
で
、
九
月
八
日

の
記
念
式
典
、
九
日
か
ら
十
二
日 • 

す一示積蓄で業
ι主
主
茸
ま
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
の
ほ

一l
三
か
の
実
現
を
み
た
の
で
あ
る
。
記

tvι'
念
講
演
に
は
、
黒
田
膏
郎
、
池
田
修

，
乍
』

』
両
氏
の
ア
ラ
ビ
ア
語
に
よ
る
日
本

2
4
E
e
語
教
育
の
歴
史
や
そ
の
特
徴
が
述

軍
司
べ
ら
れ
、
九
日
の
セ
ッ
ン
ョ
ン
で

.‘gり
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ラ
ン
、

げ
仲
代
ト
ル
コ
、
パ
ハ
レ
l
ン
、
シ
リ
ア

r
-
J
h

な
ど
か
ら
、
中
東
に
お
け
る
日
本

.

.

 
語
教
育
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

1
l

そ
し
て
十
一
日
午
前
の
「
日
本

思
想
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
山

口
昌
夫
氏
、
子
安
宣
邦
氏
、
松
永

昌
三
氏
ら
の
基
調
報
告
に
基
づ
く

質
疑
応
答
。
午

後
の
部
で
は
、

藤
井
貞
和
氏
、

ら
氏
鈴
木
貞
美
氏
、

か
唱
川
村
湊
氏
ら
に

J
郵
よ
る
「
日
本
文

マ
村
学
の
特
質
」
と

つ
川
題
さ
れ
た
セ
ツ

b
其
シ
ョ
ン
が
な
さ

ム
貞
れ
た
。
こ
れ
に

ウ
木
ジ
鈴
私
が
司
会
兼
コ

ポ
、
メ
ン
テ
l
タ
ー

ン

和

ー

シ
貞
の
任
に
当
た

の
井
た
の
は
言
う
ま

津
藤
で
も
な
い
。
藤

釈
呑
井
氏
の
「
日
本

日
筆
文
学
の
古
典
的

形
成
」
、
鈴
木

氏
の
「
日
本
語

で
〈
文
学
V
と

は
何
か
」
、
川
村
氏
の
「
日
本
文

学
の
現
状
と
未
来
」
、
い
ず
れ
も

が
、
お
の
お
の
の
表
題
に
か
な
っ

た
現
代
日
本
を
代
表
す
る
人
選
だ

っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

会
場
に
集
ま
っ
た
人
々
に
は
日

本
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
対
訳
の
基
調

報
告
の
骨
格
が
配
布
さ
れ
、
同
時

に
通
訳
と
し
て
カ
イ
ロ
大
学
現
地

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
に
当
た
っ
た
。

ハ
ナ
l
ン
講
師
、
力
l
デ
ル
講
師
、

ア
ハ
マ
ド
講
師
ら
の
あ
ま
り
に
流

暢
(
り
ゅ
う
ち
ょ
う
)
な
日
本
語

理
解
に
、
思
わ
ず
「
素
晴
ら
し
い

ね
え
」
と
も
ら
し
た
藤
井
氏
の
言

葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
「
そ
う
で

し
ょ
う
」
と
、
や
や
得
意
げ
に
私

は
答
え
た
も
の
だ
。
e

カ
イ
ロ
大
学
日
本
語
日
本
文
学

斜
二
十
五
年
の
蓄
積
を
遺
憾
な
く

内
外
に
示
し
た
イ
ベ
ン
ト
。
そ
れ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
今
後
の
課
題
を

投
げ
か
け
な
が
ら
、
か
く
無
事
に

終
了
し
た
。
翌
日
の
日
本
文
化
紹

介
に
こ
こ
弘
前
か
ら
招
い
た
山
田

干
里
、
渋
谷
和
生
両
氏
の
津
軽
三

味
線
の
実
演
も
、
立
ち
見
客
が
出

る
ほ
ど
の
好
評
で
、
実
行
委
員
に

名
を
連
ね
た
者
と
し
て
、
帰
国
を

前
に
、
安
ど
の
意
を
濃
く
し
た
こ

と
も
懐
か
し
い
。

カ
イ
ロ
大
学
。
こ
の
中
東
・
ア

フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
日
本
研
究

の
拠
点
が
、
今
後
も
多
く
の
有
能

な
学
徒
を
輩
出
す
べ
く
、
み
ず
か

ら
自
立
せ
ん
こ
と
を
私
は
願
っ
て

や
ま
な
い
。

「
先
生
、
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
。

私
も
日
本
ヘ
行
き
ま
す
」
と
口
を

そ
ろ
え
て
言
っ
た
学
生
た
ち
の
笑

顔
を
忘
れ
ず
、
私
の
一
年
に
わ
た

る
カ
イ
ロ
で
の
生
活
が
、
生
涯
の

思
い
出
の
強
い
一
コ
マ
と
し
て
刻

ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、

よ
う
や
く
、
し
み
じ
み
と
感
じ
る

こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

(
弘
大
教
育
学
部
教
授
)
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